
1 社協報「ふくし」 ２．１０．１５

「ふくし」の発行には、飯島町社会福祉協議会の会費及び 　 「赤い羽根共同募金」の配分金が使われています。

内 容

社協会費の納入ありがとうございました … Ｐ２

ボランティア情報誌「さくらそう」１８３号 …… Ｐ３

お知らせ …………………………………… Ｐ４

善意、相談、義援金・救援金受付中 ……… Ｐ４

　今年度、コロナ禍でボランティアクリスマス交流会の開催も危ぶまれ、ボランティアさんの

慰労や交流もできなくなる危惧があるため、ご近所に声掛けしたり、講座やいきいきサロンに

参加するなどした場合にポイントとし、より多くのみなさんが人とのつながりや絆を深めても

らうことを目的に「社協ありがとうカード事業」を始めました。

　貯まったポイントに応じて、景品と交換させていただきます。

　詳しくは２ページをご覧ください。
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あなた
の笑顔が私の元気あなた
の笑顔が私の元気あなた
の笑顔が私の元気
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　社会福祉協議会費納入にあたり、町内の皆様、町内外の

企業・団体の皆様からご理解とご協力をいただき、誠にあ

りがとうございました。

　皆様からの会費は、地域福祉活動の財源として有効に使

わさせていただきます。

　今後とも皆様のご理解とご支援を賜りますようよろしく

お願いいたします。

令和2年度社会福祉協議会費納入実績

Ｒ2.9.30 現在

○一般会員（世帯） 3,627,000 円

○特別会員（個人の篤志家） 294,500 円

○賛助会員（企業等） 420,000 円

合　計 4,341,500 円

社協会費納入ありがとうございました

ご協力いただきました賛助会員の皆様
㈱アース下平設計
アルプス中央信用金庫飯島支店
いいじま温泉お宿陣屋
飯島亀田薬局
飯島自動車工業㈱
飯島食堂
㈲イシカワ
石田建設㈱飯島支店
井坪建設㈱
㈲伊那火工堀内煙火店
内堀醸造㈱アルプス工場
ＮＴＫセラミック㈱飯島工場
㈱大島建設
㈲オートサービス伊藤
㈱オオトリ
小木曽接骨院
介護ショップサクラケア伊那店
㈱介護センター花岡　飯島店
介護レンタルともえ
㈴角十百貨店
片桐電気保安管理事務所
㈲加藤薬局
上伊那農業協同組合飯島支所

上山製菓舗
北富屋商店㈾
協和光学工業㈱
㈱久保田組
恵幸堂歯科医院
㈱コバヤシ伊那工場
㈲五味建設
㈱三徳
柴田早苗税理士事務所
下平建設㈱
㈱下平工業
㈲下平石材店
聖徳寺
㈱信州里の菓工房
西岸寺
税理士法人　こすも会計
セブンイレブン飯島七久保店
セブン自動車㈲
㈲大正舘洋品店
㈱大成
タカモリ寝装
タカノ㈱健康福祉部
土村製作所

㈱ティーアイシー
㈲天七
㈲トマト
登美屋建設㈱
㈱トリプルネットワークス
中村電機
㈲七久保自動車工業
㈱ナンシン
㈱南信精機製作所
㈲日本バイオリン研究所大正琴全国普及会
野村建設㈱
㈱八十二銀行飯島支店
ひかり味噌㈱飯島グリーン工場
㈱フクシマ
㈲ボビージェイ
㈲マツムラ
マリーンバイオ㈱長野事業所
ミヤザワフルート製造㈱
㈲むさしや料理店
㈲吉本塗装
龍共印刷㈱
㈲若葉

掲載順序（五十音順）

Q
　「
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
」
は
ど

こ
で
も
ら
え
る
の
？

A
　
社
協
事
務
局
（
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
石
楠
花
苑
）
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。
お
越
し
い
た
だ
く
こ

と
が
難
し
い
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

Q
　
ど
ん
な
人
が
対
象
な
の
？

A
　
社
協
の
会
員
の
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
対
象
で
す
。

Q
　
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
ポ
イ

ン
ト
が
も
ら
え
る
の
？

A
　
１
ポ
イ
ン
ト
…
近
所
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
方
へ
の
声
掛
け

な
ど

　
　
２
ポ
イ
ン
ト
…
社
協
で
主
催
す

る
教
室
・
講
座
・
集
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
等
へ
の
参
加

　
　
３
ポ
イ
ン
ト
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
特
別
会
員
な
ど

　
　
５
ポ
イ
ン
ト
…
社
協
へ
の
寄

付
、
特
別
会
員
な
ど 

　
　
と
、
内
容
に
よ
っ
て
１
〜
５
ポ

イ
ン
ト
が
付
き
ま
す
。

Q
　
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
た
ら
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？

A
　
30
ポ
イ
ン
ト
又
は
50
ポ
イ
ン
ト

貯
ま
る
と
景
品
と
交
換
で
き
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
た
ら

社
協
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
景
品
一
覧
は
社
協
窓
口
か
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け

ま
す
。

　
　
景
品
と
交
換
し
た
ら
、
新
し
い

カ
ー
ド
に
替
え
て
ま
た
ポ
イ
ン

ト
を
貯
め
て
く
だ
さ
い
。

「
社
協
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
」Ｑ
＆
Ａ

　
今
年
度
日
赤
飯
島
町
分
区
で
は
、

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
活

動
資
金
の
配
分
金
を
利
用
し
、
災
害

救
助
用
炊
飯
袋
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
以
前
に
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

袋
に
書
い
て
あ
る
線
ま
で
米
と
水
を

入
れ
て
袋
を
し
ば
り
、
鍋
や
レ
ス

キ
ュ
ー
キ
ッ
チ
ン
を
使
っ
て
沸
騰
さ

せ
た
お
湯
に
入
れ
て
煮
る
だ
け
で
ご

飯
が
炊
け
ま
す
。
ま
た
食
器
や
箸
を

使
わ
ず
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
煮

る
お
湯
は
繰
り
返
し
使
え
る
た
め
、

水
が
貴
重
な
災
害
時
に
水
の
節
約
に

な
り
ま
す
。

　
素
材
は
強
化
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
で
で

き
て
い
る
の
で
、
沸
騰
し
た
お
湯
で

煮
て
も
有
害
物
質
が
溶
け
出
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
、
社
協
で
は
７
月
に
こ
の

包
装
食
袋
で
「
ご
縁
食
堂
」
を
開
催

し
、
防
災
訓
練
で
は
飯
島
地
区
と
七

久
保
地
区
の
日
赤
奉
仕
団
の
み
な
さ

ん
が
包
装
食
袋
を
使
っ
た
炊
き
出
し

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
奉
仕
団
の
み

な
さ
ん
か
ら
は
実
際
の
災
害
時
を
想

定
し
た
反
省
点
な
ど
も
出
て
、
有
意

義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
包
装
食
袋
は
各
地
区
へ
配
布
し
ま

す
の
で
、
災
害
へ
の
備
え
の
一
つ
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

災
害
救
助
用
炊
飯
袋
の
配
布
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・
生
き
が
い
活
動
教
室
へ
の
参
加

　
８
月
３
日
（
月
）
田
切
公
民
館
、
８
月
６

日
（
木
）
本
郷
公
民
館
に
て
生
き
が
い
活
動

教
室
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
小
中
学
生
と
の

交
流
を
し
ま
し
た
。
１
時
間
と
い
う
短
い
時

間
で
し
た
が
、
緊
張
し
な
が
ら
も
最
後
は
自

分
か
ら
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
話
し
か
け
た
り
、

一
緒
に
レ
ク
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

中
学
生
か
ら
は
、「
生
き
が
い
活
動
教
室
に

参
加
が
出
来
て
い
る
方
は
繋
が
り
を
持
つ
こ

と
が
出
来
て
い
る
が
、
参
加
を
し
て
い
な
い

方
は
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、

自
ら
地
域
の

方
に
声
を
か

け
誰
も
孤
独

を
感
じ
る
こ

と
の
な
い
地

域
を
作
り
た

い
。」
と
、
福

祉
に
対
し
て

前
向
き
な
感

想
が
聞
け
ま

し
た
。

・
車
い
す
体
験
教
室

　
８
月
５
日(

水)

７

日(

金)

に

は

飯
島
町
社
協
に
て

車
い
す
体
験
教
室

を
行
い
、
初
め
に

介
護
セ
ン
タ
ー
花

岡
の
竹
内
さ
ん
を

講
師
に
、
車
い
す

の
基
本
的
な
操
作

の
仕
方
を
指
導
し

て
い
た
だ
き
、
初

め
て
車
い
す
に
触

れ
る
子
た
ち
も
い

て
、
と
て
も
興
味

を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
石
楠
花

苑
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
方
た

ち
と
の
交
流
で
は
、

車
い
す
の
方
を
小
学
生
に
押
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
最
初
は
操
作
に
集
中
し
て
利
用
者
の

方
と
話
す
余
裕
が
な
い
よ
う
で
し
た
が
、
レ

ク
や
脳
ト
レ
等
一
緒
に
過
ご
し
た
こ
と
で
最

後
に
は
笑
顔
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
も
「
小
さ
い
子
と
し
ゃ
べ
る
の
は
楽

し
い
」、「
孫
と
同
じ
く
ら
い
だ
か
ら
か
わ
い

い
」
等
、
交
流
を
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
小
学
生
か
ら
は
、「
ま
た
参
加
し
て
車
い

す
に
つ
い
て
学
び
た
い
」「
今
度
は
友
達
と
福

祉
体
験
に
参
加
し
ま
す
」「
私
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
車
い
す
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
押
し
て
あ
げ
た
い
」
等
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。
積
極
的
に
質
問
や
交
流
を
し

て
く
れ
る
姿
を
見
て
、
さ
ら
に
「
福
祉
」
と

い
う
も
の
が
小
中
学
生
に
広
ま
っ
て
い
く
と

い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
９
月
19
日(

土)

に
田
切
公
民
館
で
、
10

月
３
日(

土)

に
は
本
郷
公
民
館
で
ご
縁
食

堂
を
行
い
ま
し
た
。「
い
い
じ
ま
手
打
ち
蕎
麦

の
会
」
の
方
が
蕎
麦
を
用
意
し
て
く
れ
ま
し

た
が
、
大
盛
況
で
、
打
っ
て
く
れ
た
蕎
麦
は

１
時
間
半
程
で
終
了
し
ま
し
た
。
若
い
世
代

の
方
も
多
く
の
参
加
が
あ
り
、
蕎
麦
は
世
代

を
問
わ
ず
人
気
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

ご
縁
食
堂

は
今
後
も

毎
月
開
催

す
る
予
定

で
す
。
た

く
さ
ん
の

方
の
参
加

を
お
待
ち

し
て
お
り

ま
す
。

　
９
月
23
日(

水)

の
第
２
回
や
ら
ま
い
か
講
座
で
は
、

「
日
本
手
話
ダ
ン
ス
教
室
」
か
ら
小
池
幸
子
先
生
を
お
招

き
し
て
手
話
ダ
ン
ス
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
９

名
で
、
皆
さ
ん
手
話
ダ
ン
ス
を
す
る
の
は
初
体
験
だ
っ
た

よ
う
で
す
が
「
小
さ
な
世
界
」
の
手
話
ダ
ン
ス
の
講
習
を

受
け
、
１
時
間
の
中
で
参
加
者
全

員
が
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

休
憩
時
間
に
は
「
大
き
な
栗
の
木

の
下
で
」「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」
な
ど
馴

染
み
の
あ
る
曲
を
先
生
に
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の

方
か
ら
は
「
今
後
も
継
続
し
て
欲

し
い
」「
普
通
の
ダ
ン
ス
と
は
ま
た

違
っ
た
楽
し
さ
が
あ
る
」
等
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
９
月
10
日(

木)

に
「
ポ
カ
ラ
に
帽
子
を
贈
ろ
う
会
」

の
皆
さ
ん
に
こ
れ
ま
で
編
ん
だ
帽
子
を
持
ち
寄
っ
て
い
た

だ
き
、「
ネ
パ
ー
ル
交
流
市
民
の
会
」
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

今
回
は
５
８
５
個
の
帽
子
が

集
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が
出
来
な

い
時
間
を
使
っ
て
編
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
今
後
も
活
動
は

続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
帽

子
を
編
ん
で
い
た
だ
け
る
方

は
是
非
と
も
飯
島
町
社
協
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

第１８３号

夏
休
み 
福
祉
教
育

夏
休
み
福
祉
教
育

夏
休
み 
福
祉
教
育

「
ポ
カ
ラ
に
帽
子
を
贈
ろ
う
会
」
お
引
き
渡
し
式

「
ポ
カ
ラ
に
帽
子
を
贈
ろ
う
会
」
お
引
き
渡
し
式

手
打
ち
蕎
麦

手
打
ち
蕎
麦

ご
縁
食
堂

ご
縁
食
堂

第
二
回
や
ら
ま
い
か
講
座

　手
話
ダ
ン
ス
教
室

第
二
回
や
ら
ま
い
か
講
座

　手
話
ダ
ン
ス
教
室
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相
　
　
談

〈
み
ん
み
ん
カ
フ
ェ
〉

　
心
配
ご
と
が
あ
る
方
も
無
い
方
も
、

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
会
場
へ
来
て
一

緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

　
・
11
月
18
日
（
水
）

　
　
場
所

：

田
切
公
民
館
・
本
郷
公
民
館

　
・
12
月
18
日
（
金
）

　
　
場
所

：

成
人
大
学
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
七
久
保
林
業
セ
ン
タ
ー

　
　
時
間

：

い
ず
れ
も
9
時
か
ら
11
時

〈
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
〉

　
・
令
和
3
年
1
月
20
日
（
水
）

　
　
場
所

：

石
楠
花
苑

　
　
時
間

：

午
後
1
時
〜
午
前
4
時

※
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

〈
ひ
き
こ
も
り
相
談
〉

　
・
毎
月
第
2
水
曜
日

　
　
場
所

：

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

　
　
時
間

：

①
午
前
9
時
か
ら

　
　
　
　
　
②
午
前
10
時
半
か
ら

　
予
約
制
で
す
が
、
ご
都
合
に
よ
り
希

望
さ
れ
る
時
間
に
も
対
応
で
き
ま
す
。ま

た
、電
話
で
の
ご
相
談
も
可
能
で
す
。

義
援
金
・
救
援
金
受
付
中

◇
東
日
本
大
震
災
義
援
金

◇
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

◇
平
成
29
年
7
月
5
日
か
ら
の
大
雨
災
害
義
援
金

◇
令
和
元
年
台
風
19
号
災
害
義
援
金

☆
受
付
時
間

：

月
曜
日
〜
土
曜
日

　
8
時
30
分
〜
17
時
30
分

☆
受
付
場
所

：

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

デイサービスセンター石楠花苑では、
次のボランティアさんを募集しています。
★シーツ交換ボランティア
　毎週金曜日8:30から10:00頃までで、力のいる仕事ではあ

りません。お子さん連れでもOK、年齢も問いません。

★学習トレーニングサポーター
　ご利用者さんの認知症予防のためのトレーニングのサ

ポーターです。

　月曜日から土曜日までの毎日9:00から10:30まで行っ

ていますが、ご都合のいい曜日だけで結構です。

　興味のある方、詳しいことをお知りになりたい方は、

ご連絡ください。

問い合わせ先：デイサービスセンター石楠花苑　☎86-6067

善
意
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

●
寄
付
金

　
　
　
　

匿
名　

様　

金
参
万
円

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
上
伊
那
飯
島
支
所
生
活
班

　
　
　
　

米
他
（
フ
ー
ド
バ
ン
ク
用
）

　

追
引　

久
保
田
省
吾　

様

　
　
　
　

金
弐
拾
万
円

　
　
　
　
（
久
保
田
明
美
様
遺
志
金
）

　
駒
ヶ
根
市　

信
州
ア
ル
プ
ス
農
場
㈹

　
　
　
　

下
島
重
一　

様

　
　
　
　

金
壱
万
五
千
円

　
　
　
　

飯
島
郵
便
局　

様

　
　
　
　

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

　
　
　
　

タ
オ
ル

　
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
し
、
福
祉
事
業

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「赤い羽根共同募金」にご協力をお願いします
　毎年お願いしております『赤い羽根共同募金』運動が今年も10月1日から行われています。本年も1戸あ

たり700円を目安に募金をお願いします。

　昨年度は街頭募金と41の自治会から、合わせて1,567,000円の募金がありました。

　いただいた募金は高齢者支援、ボランティア活動支援等の福祉事業に使わせていただきます。

　また、共同募金会が行う「安心・安全なまちづくり事業配分金事業」を活用し、地

域の防災物品の整備等ができます。

　※募金協力の是非及び金額は任意ではございますが、例年とおりのご理解とご協力

をいただけますようお願い致します。

花胡椒の鉢をいただきました
　９月中旬、石楠花苑のお隣の星野光希さんから、花胡椒（観賞用とうがらし）の鉢

を120鉢いただきました。

　「地区の敬老会用に」と丹精込めて育てて来られましたが、コロナ禍により敬老会

が開催されず、社協に寄付いただいたものです。

　デイサービスセンター石楠花苑で、敬老会のプレゼントとして利用者のみなさんに

お渡ししました。

　また、生きがい活動教室の利用者さんにもお渡ししたところ、「可愛らしい花で、そ

ばに置いて観賞できる。」、「敬老会がなくなり残念だったが、お花がいただけてうれし

い。」など、みなさん喜んでおうちに持って帰られました。


